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事  業  報  告  書 

事  業  名 命を繋ぐ図上災害訓練 DIG プロジェクト 
申 請 分 野 団体指定寄附・分野指定寄附（高齢者分野） 

目 的 

※事業がどのように対象者・利用者の利便性の向上や支援につながったかなど、事業の目的を記載

してください。 

突発的に発生する地震・高潮・津波・土石流・台風・ゲリラ豪

雨・崖崩れなど、大規模災害に対する備え＝『防災』に関す

る、個々人の知識向上・意識改革を目指して活動し、有事の際

には一人でも多くの人命を、災害の被害から救うことが当協会

の大きな活動の目的である。 
その一環として」災害図上訓練ＤＩＧ（ディグ）の一般への普

及を目指し、草の根の啓蒙活動を皮切りに、自治体・教育機

関、果ては県内全域に『防災教育を施す土壌』を育成すること

を目的とする。 
 
※ＤＩＧ：Disaster 災害・Imagination想像力・Gameゲーム 
ぼ頭文字を取ってつけられた防災訓練法 

事 業 実 施 の 
地域及び対象者 

※実施する事業内容の対象地域、対象者数について記載してください。 

地域：土庄町内全域 
対象：高齢者と障碍者、子供、自治会の役員 

具 体 的 な 
事 業 内 容 

※実施した事業内容について、具体的に記載してください。 

 
当協会には防災士 5 名在籍しており、DIG の教育を実践するこ

とができる。この点を活かし、土庄町内の自治会と協力し、自

治会と共同で高齢者や障碍者、子供に「災害図上訓練 DIG」を

開催し、有事の際に取るべき最善の行動の指導を行う。 
また、それと並行して、協会オリジナルの「防災チエックシー

ト」を作成・配布し非常時の持ち出し物の常備化、避難場所・

避難所の周知徹底を行い、日頃からの防災意識向上を目指す。 

事 業 実 施 の 
効 果 

※事業の実施がどのように今後の法人活動の活性化や基盤強化につながるのかを具体的に記載し

てください。 

災害図上訓練 DIG を自治体ごとに実践した事で、事前に災害

の被害状況がわかると同時に、避難の仕方、避難経路・避難場

所・避難所の確認ができた。又、協会オリジナルの「各災害時

の避難所・避難場所入防災チエックシート」を作成・配布し各

自が記入した物を持ち帰り見える所に掲示することで速やかに

避難することが出来る。そして、チエックシートを利用して、

非常時の持ち出し物の常備化と確認ができ、家族・近隣の方と

共有する事で、高齢者・障害者・子供等の弱者を救出すること

が出来る。 

備 考 
※その他、特にＰＲしたいこと等があれば記載してください。 
 

（注）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構です。 
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事 業 実 施 の ス ケ ジ ュ ー ル 

年 月 活動内容 対象者 参加者数 

Ｒ4 年 10 月 

 

 

 

 

Ｒ4 年 11 月 

 

 

 

 

Ｒ4 年 12 月 

 

 

 

 

 

Ｒ5 年１ 月 

 

 

 

 

 

Ｒ5 年２ 月 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害図上訓練 DIG（ディグ）小瀬地区の地図上で、災

害状況を確認し、プロジェクターによる避難の仕方・各

災害時の避難場所・避難所の確認及び非常時持ち出

し物の確認 

10 月 30 日（日） 13：00 場所 小瀬公民館 

 

当協会員コロナ感染のため来月に延期  

11 月 20 日 場所 本覚寺客殿 予定していたが 

12 月 18 日に変更  

 

災害図上訓練 DIG（ディグ）渕崎西地区の地図上で、

災害状況を確認し、プロジェクターによる避難の仕方・

各災害時の避難場所・避難所の確認及び非常時持ち

出し物の確認 

12 月 18 日（日） 18：00 場所 本覚寺客殿  

 

災害図上訓練 DIG（ディグ）渕崎東地区の地図上で、

災害状況を確認し、プロジェクターによる避難の仕方・

各災害時の避難場所・避難所の確認及び非常時持ち

出し物の確認 

1 月 29 日（日） 17：00 場所 本覚寺客殿 

 

効果の検証と反省と来年度に向けて内容検討 

1， 内容については、小学生低学年向き高学年向き・

中学生向きの内容も検討。 

2， 来年度は、実際体育館等を借りて、土曜日から一

泊二日の日程で、テントや、段ボールベットに寝

て、防災食を一緒に作り、試食する等の疑似体験

をし、有事の際に役立つようにしたい 

 

高齢者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高齢者 
 
 
 
 
 
高齢者 

18 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20 名 
 
 
 
 
 
16 名 

（注２２１２１）いつ、どこで、何を、どのように、どのような体制で実施したかなどを、詳細に記載してくだ

さい。 

（注２）企画、準備、成果確認や実施後の振り返りなども含めて記載してください。 

（注３）対象者や参加者数など事業の規模等が分かるように記載してください。 
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収  支  精  算  書 
【収入】                            （単位：円） 

項  目 金額 説  明 
ＮＰＯ基金補助金額 ★   110,300      
自己資金計 0 ①＋②＋③＋④ 
 ① 参加料収入 0  

② 会費等 0  
③ 寄附金等 75,498 専務理事からの寄付 
④ その他 0 

 
 

※内容を具体的に記載してください。 

その他助成金等収入計  ①＋②＋③ 
 ① 補助金収入   

②委託金収入   
③その他  

 
 

※内容を具体的に記載してください。 
 

その他資金収入   
合  計 185,798  

  （注）その他助成金等収入はＮＰＯ基金以外の助成金等を受ける予定がある場合に記載してください。 

【支出】 

項  目 金額 うちＮＰＯ基金 
補助金充当額 

説 明 
（使途、積算根拠等） 

消耗品 38,728 27,500 文具・体温計等 
備品 144,800 80,530 スクリーン・プロジェクター 
印刷費 2,270 2,270 コピー 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

合  計 185,798 ★  110,300     
 ★の金額は一致するようにしてください。 

（注）補助申請事業についての収支精算額を記入してください。 

 




